




























































































【結果】有効回答数は 9 月 496 名（73.3%）、2 月 412（63.1%）。病床
稼働率は 9 月 88.6% に対し 2 月 97.9% で 9.3% 高かった。仕事の負
担度を全体でみると 9 月は「高い」が 28.2%、2 月は「非常に高い」
が 29.9% と最も多かった。2 月に「低い」が 4.0% 減少し、その分「や
や高い」「非常に高い」が増加した。年代別では他に比べ 50 歳以上
は 9 月 2 月共に「低い」が多く「非常に高い」は少なかった。40
歳代は 2 月に「低い」が 10.7% 減少し「非常に高い」が 36.4% と最
も多くなった。30 歳代はほぼ変化なく「低い」が少なく「非常に
高い」が多かった。20 歳代は 9 月の「やや高い」が 2 月の「高い」




























回育てるモチベーター 2 つを共に決定する。6. 最終面接時には、個
人目標達成度、モチベーションチャージ、1 年の取り組み状況、支
援が適切だったかを確認する。
【結果】ＭＳＱを活用した面接結果、スタッフより「自己の強み、
弱みが数字で客観的に分かった」「師長の声かけ、フィードバック
が励みになった」「仕事の何にやりがいを感じていたのかわかった」
などの感想があった。全員が個人目標達成し、極端にモチベーショ
ンが低下したスタッフはいなかった。目標とした看護実践ができた、
お互い支えあうチーム作りができたなどの達成感、自己成長感、や
りがい感を実感できたスタッフが多く関わりの効果が見られた。し
かし、日々の業務に余裕がないなどの理由から、達成感はあるが満
足感がないというスタッフもいた。
【今後の課題】1. お互いを尊重し合い仕事と子育ての両立ができる
職場環境作り　2. 一人一人が要であり財産であることを伝え、労い
や承認を忘れず明確なキャリアビジョンが描ける支援　3. 部署とス
タッフの成長の為には、日々のマネジメントの振返りと管理能力の
向上を図ることである。
